
Ⅲ 県民生活の質の向上を支える基盤づくり

1 環境配慮型社会への移行

（１） 環境にやさしい地域社会の創造

・ 環境総合条例（仮称）の制定準備 3,700 千円

・ いしかわグリーンプラン（環境にやさしい石川創造計画）の推進

－ 県民エコステーションの充実（広坂庁舎） 31,106 千円

県民環境講座の拡充、新県民環境サロンの開設など

－ 県庁舎でのＩＳＯ１４００１認証取得（Ｈ１６．３月予定） 4,300 千円

－ 県有施設のグリーン化推進 32,514 千円

民間のノウハウを活用した省エネ対策の推進

－ 環境配慮型産業の育成 7,260 千円

ＩＳＯ１４００１等の導入支援、いしかわグリーン企業の表彰、

工業団地等における廃棄物リサイクルシステムの構築支援など

－ 新 地域版・家庭版環境ＩＳＯマニュアルの策定 8,100 千円

－ 新 住宅用太陽光発電システム設置に対する助成 5,000 千円

・ ゼロエミッション行動計画の推進

－ 廃棄物減量化目標達成に向けた取り組み

廃棄物再資源化の推進 2,440 千円

新事業者ネットワークの組織化に対する支援など

－ 食品残さ等のゼロエミッション推進

ゼロエミッション技術の研究開発(工業試験場) 5,000 千円

リサイクル肥料化技術の研究開発（農業総合研究センター） 1,500 千円

－ 建設リサイクルの推進 2,500 千円

住宅分別解体講習会の開催、

　 建築物解体時発生廃木材の土木資材への再利用可能性調査など

・ 環境教育の拡充

－ 学校版環境ＩＳＯの取得支援 3,000 千円

－ 小・中・高等学校における環境教育の実践 1,750 千円

－ 保育所、幼稚園における環境教育の推進 2,500 千円

（２） 自然とのふれあいと恵み豊かな環境の実現

・ いしかわ自然学校の充実 　

－ 推進体制の整備 9,183 千円

連絡協議会の開催、指導者・講師派遣など

－ 新 インストラクタースクールの開校 12,000 千円

専任コーディネーターの配置、指導者養成

－ 各種体験事業の実施

新 夕日寺モデル里山学校の開校 8,013 千円

里山保全ワーキングホリデイ、里山あそび塾など

「いしかわ森と田んぼの学校」プロジェクトの推進 10,892 千円

林業体験、農作業体験、新生き物保全マップの作成など

森のまなび舎の設置（健康の森、森林公園、県民の森） 1,250 千円

夏休みを利用した子ども向けグリーン・ツーリズムの推進 3,000 千円

新 アユ・サケの観察・飼育体験を行う小学校への支援 1,000 千円

     水辺のまなび舎の設置(木場潟ほか) 565 千円

白山まるごと体験教室の開催など 5,304 千円
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・ いしかわ子ども自然学校の充実

－ 推進体制の整備 4,966 千円

指導者養成、ボランティア育成、広報など

－ 個人参加プログラムの展開 13,728 千円

オールシーズンチャレンジ、サマーチャレンジなど

－ 学校活動プログラムの展開 12,858 千円

実践推進校の指定・支援、事例報告会の開催

－ 白山青年の家の改築実施設計 31,238 千円

・ 自然体験フィールドの整備と自然とのふれあいの推進

－ 新 百名山のふるさと白山整備 71,500 千円

－ 海の自然体験フィールドの整備（のと海洋ふれあいセンター） 190,100 千円

－ 里山オーナー制度の推進 500 千円

－ 川らしい川の復元 111,000 千円

犀川ダム直下における流水の確保

・ 閉鎖性水域等水質浄化促進

－ 新 湖沼水質保全対策の検討 11,400 千円

河北潟における水質汚濁負荷の実態把握

－ 合併処理浄化槽の設置支援 103,499 千円

５５３基（うち閉鎖性水域１７３基）

－ 新 市町村が行う面的な合併処理浄化槽整備に対する支援 952 千円

－ 生活排水対策重点地域関連下水道の整備支援 82,770 千円

・ 緊急雇用創出特別基金を活用した県土の美化（再掲）

－ 自然公園 14,210 千円

－ 森林（松林等の景観整備、体験の森環境保全） 100,723 千円

－ 土木(河川、港湾、急傾斜地) 46,975 千円
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